
 
 

７ その他全般的事項 

＜健康科学部＞ 

（２）教員の資質の維持向上の方策（FD 活動含む） 

教員の資質の維持向上を図るための方策は、教員再任審査と FD 企画への参加の 2本の柱か

らなる。大学教員は任期制であり、教授と准教授は任期 5年、講師と助教は任期 4年で再任

審査を受ける。再任審査は、学術論文数、各種委員会活動などから総合的に判断するもので

あり、確実に教員の資質を担保することを目的にしている。なお助手は任期 4年とし、再任

はない。 

  また、FD 委員会の下で各種委員会においても年間の FD をそれぞれ企画し、実行すること

としている。「教育」「研究」「社会貢献」「運営」の FDマザーマップを作成し、大学教員とし

ての資質を高めるだけではなく、常識人としての姿勢が身につくように企画を構成している。

今後は教員の FD 参加を義務化することも視野に検討する。 

 

①  実施体制 

a 委員会の設置状況 

平成２４年度、ＦＤの総合調整を所掌する委員会として、ＦＤに関連する学内委員会の各

委員長で構成するＦＤ委員会を設置した。 

b 委員会の開催状況（教員の参加状況含む） 

(ア)平成２６年度、ＦＤ委員会を５回開催した。 

(イ)平成２６年度、総務・企画委員会を８回、学術推進企画委員会を１２回自己点検・評

価委員会を４回開催した。 

c 委員会の審議事項等 

(ア)ＦＤ委員会では、学内のＦＤ活動の総合調整を行うことを確認し、「教育」｢研究｣「社

会貢献」「運営」の４つの柱を基にＦＤ計画を策定、実施することで共通認識を得た。 

(イ)総務・企画委員会では、学生による授業評価アンケート調査について、実施方法、実

施体制について審議し実施及び、その結果を公開することを決定した。 

（ウ）学術推進企画委員会では、イブニングセミナーの内容を審議し実施を決定した。 

（エ）自己点検・評価委員会では、自己点検・評価方法及び項目等について審議し決定した。

また、平成 27 年度に申請する第三者認証評価機関による認証評価に向けた申請準備

について審議・決定した。 

 

② 実施状況 

a 実施内容 

・教員の資質向上 

学生による授業評価アンケートを平成 24年度より試行し、平成 25年度後期分より科目

担当教員の授業評価に対するコメントを加筆して、平成 26 年 5 月からの 1ヶ月間アンケー

ト結果を学内公開している。また平成 26年度 3月末に教員の授業工夫についてパネルディ

スカッションを実施し、授業に対する教員の取り組む意識の向上を図っている。 



 
 

なお、授業工夫に関するパネルディスカッションは本年度も開催を予定している。一方

平成 24 年度からはじめた教員再任審査は今後も継続して実施する予定である。 

・研究費の獲得 

公的研究資金の科研費、厚労省科学研究費をはじめ、外部資金として民間研究助成資金

の獲得を奨励している。また毎年度科研費および大学共同研究費申請の説明時に獲得方法

のセミナーを開催している。 

・大学、保健医療を取り巻く諸課題に対する対応 

 

b 実施方法 

(ア)教員の資質向上、保健医療職養成についてのセミナー開催 

(イ)研究論文のまとめ方および文献検索についてのセミナー開催 

c 開催状況（教員の参加状況含む） 

(ア)平成２７年３月１６日 

テーマ：「私の授業工夫について」 

講師：本学教員 

対象：全教員 

(イ)平成２６年６月２０日  

テーマ：「研究論文のまとめ方」 

       講師：聖路加国際大学学術センター 職員 

  対象：本学学生、全教員 

 平成２６年７月１８日 

  テーマ：「国内の医療系文献の探し方」 

  講師：元 千葉県がんセンター にとな文庫 職員 

  対象：本学学生、全教員 

 平成２６年１０月３日 

  テーマ：海外の医療系文献の探し方 

  講師：千葉県済生会習志野病院 図書室 職員 

  対象：本学学生、全教員 

      

d 実施結果を踏まえた授業改善への取り組み状況 

(ア)大学及び保健医療を取り巻く諸課題について理解を深め、保健医療職養成大学として

の教育のあり方について、教員自らが授業に対する創意工夫の必要性を高く意識する

機会となった。２７年度も引き続き実施する予定。 

(イ)アイデアを研究上の問いまで昇華し、論文としてまとめる方法や、文献の基本知識と

文献検索を行う際の方法についての知識を深めた。 

  



 
 

 

③ 学生に対する授業評価アンケート実施状況 

a 実施の有無及び実施時期 

・専任教員の行う講義・演習の全科目（約 220 科目）について実施した。 

・実施時期は授業最終日。 

b 教員や学生への公開状況、方法等 

・平成２４年度 

アンケートの集計結果は、前後期の学期別で教員に公表し、図書館内でも集計結果を公表 

した。なお、公表方法については検討中でもあり、期間を設けた公開までには至らなかった。 

・平成２５年度 

全教員、全学生に、集計結果は本年 5月 12日から 1ヶ月間、図書館内で公開し閲覧が可 

能とした。 

  ・平成２６年度 

    全教員、全学生に、集計結果を本年６月中旬から７月末まで、図書館内で公開し閲覧を可

能な状態にする予定。 

 

  （注） ・ 「①a 委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。 

       「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照） 

 

 


